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関 孝治 土肥信義 原田雅子 真島恒雄 森田裕子

芹沢浩正 中川勝次 半谷伸俊 松井 正 守屋喜久夫

高津 誠 中里 修 旭岡寛二 松田雄一 茂呂嘉之

高橋正彦 中沢公彦 日本 1芸 松代正= 矢崎裕巳

高松雄万 中嶋 啓 樋山規夫 松野 玉監三且三 安 田敬=

高緑繁伸 中田二照 平井伸明 松本陸雄 安田八郎

高山公明 中津留茂 平戸伸之 真鍋政道 山上コー

田口克己 中西貞治 平林良一 丸山精一 山口靖二

武田哲男 中村 進 広田 亮 コ谷秀夫 山崎隆史

多田勇三 中山昌之 深瀬 一男 三井英夫 山田哲史

田中省コ 永井淳一 福島幸之介 宮原 現 山平 靖

田中 昇 長島 宏 福島繁雄 向笠茂雄 山本晃弘

谷口 Yじ 成川賢次 藤井邦昭 宗方慎二 山本 官萎

田山 将 新田 業 麓 大コ 村石幸彦 山本芳雄

多和田忠 根津暁ー 古河正文 村上智一 横沢利武

千谷壮之助 野田福五郎 古畑 勇 村木冨士 鷲頭正美

千谷雅子 野中有美子 帆足興之 村口徳行 渡辺 日月

津村利男 羽賀正一郎 星野辰雄 村田 顕 渡辺恭=

徳田昌久 橋本 健 程島 =郎 目黒義和 渡辺将則

戸倉正|専 橋本 軒lセe乞z 堀口章宜 望月 重昭 渡辺勇一

戸村貞男 浜 大剛 堀越茂夫 本片山数雄 渡辺良夫

土合敦彦 原田 洋 前田猪佐雄 森泉蕎夫 和国政司

く理工学部山稜会関係〉

粟屋都雄 片山 旺 佐藤武宏 鳥山正晴 渡辺 肇

磯辺寿夫 北古味景 白壁弘保 中田ひろみ 渡辺 義

江島 隆 木村康三 杉浦 泰 西村彦一

大倉修典 栗原福次 鈴木 猛 根本 徹

大谷利春 河野雄平 須藤正雄 野間 キ直

大塚哲明 国府田誠 征矢野聖 萩野具彦

沖本武且 小山嘉一 高見沢伸次 橋口光一郎

奥住文男 近藤藤嗣 高橋一郎 藤間聖一

小鴫正憲 佐々木慎司 高橋孝雄 真島節男

織本哲夫 笹原慎司 谷川幸利 =j甫 久

葛西真一郎 佐藤哲夫 手嶋哲夫 山主文彦
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く医学部山岳部OB会関係>

浅沼弘一 小浜卓司 佐々木昌 中村昭伸 水野敏彦

安部 '恒 片山 容一 佐藤勝康 中村 潔 コ宅史郎

飯島 真 加藤達郎 沢田幸司 永田 進 宮本周一

行実直美 唐沢 徹 柴田健一 七村嘉文 八つ橋輝海

石原通臣 川久保芳彦 四万村 潤 斉 佳男 山岸和夫

伊東帝子 神原武志 志村浩二 野村 洋二 山岸松樹

稲見 +芸 北島清彰 菅原恒星 野呂昌巳 山口 キ宅

弁上誠一郎 国吉和重 鈴木武樹 羽尾博隆 山口岱=

入部雄司 国吉朋重 関戸ーコ 林 伸一 山崎淳之祐

岩井重富 熊谷曜子 妹尾紀具 林 貴雄 横山 功

梅村元子 河野博彦 滝 正彦 原田 衛 吉田 オ4且七L 

大平政人 小坂雄一 竹内一正 日高靖一 渡辺十四男

大前義孝 古作和寛 田中平生 舟j皮 達 和地 建一

岡村治明 小林 '11. 田中 潔 星 素

小川郁夫 小張淑男 栃木みよし 増田喜信

小川 節郎 桜井 勇 中川 泉 松尾英一

小川 幸江 佐々 英一 中川 平八 松尾英輔

く歯学部山岳部OB会関係〉

新井良江 柿津佳子 菅原異紀 西方 譲 若尾孝一

新井嘉則 加藤智史 清藤尭士 西川正雄

泉田一蔵 神山 寛 関口武司 仁田仁夫

磯川桂太郎 川口 隆彦 染谷光彦 根城春生

井上 和雄 木口啓司 武内悟朗 野田豊文

植木博章 黒沼高治 多田祐二 土生博義

白井 潔 湖崎 房子 田中秀男 福島佑二

白井 規 小島茂弘 田中 宏 本城谷孝

内田耕司 佐藤哲生 田中 博 本間淳一

江島堅一郎 佐藤 宏 鶴巻克雄 前田邦子

大沢成美 佐藤正孝 戸田善久 前野正夫

大西厳治 白土昌之 豊田隆雄 矢作典子

大矢まどか 白浜 斉 西内千明 山本 日召

尾崎哲也 末吉成子 西方俊禰 行本弘雄
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く岳影会関係〉

安藤泰夫 小林一夫 杉山雅次 中田雅夫 本間義昭

太田安貞 佐野雅史 鈴木武久 根本圧=郎 増田賢二

海江田国紘 庄司五郎 鈴木芳夫 野島典雄 松岡資夫

木原優二 椎野欽= 田頭 健 橋本道雄 横山 肇

草間 清 清水 収 中条隆一 林 俊夫 吉田慶弘

小出高治 末田哲徳 中国喜一郎 帯、坂光彦 S30卒棲機会

くその他OB会〉

(1)国際関係学部山岳部OB会 ・三桜会(佐々木久信、西山 直康、斉木秋人、有川 博章)

(2) 工学部山岳部OB会(池田忠好、佐藤 彰)

〔付記〕

協力者名簿は次に述べる七つの区分に従って分類して掲載しました。この中、山岳部OB会関係

は、更に七つのOB会別に分けて掲載しました。

1)協賛企業・支援団体

2 )スポーツ振興基金支援グループ

3 )装備 ・食糧・医療・通信・気象等の協力企業

4 )実行委員会・後援会関係個人協力者

5 )大学役員・教職員関係

6 )父兄 ・卒業生 ・篤志家

7)山岳部OB会関係

①桜門山岳会(体育会山岳部OB会)

② 山稜会(理工学部山岳部OB会)

③ 医学部OB山岳会

④歯学部山岳部OB会

⑤ 岳影会(理工学部II部山岳部OB会)

⑥ コ桜会(国際関係学部山岳部OB会)

⑦ 工学部山岳部OB会

「協賛企業 ・支援団体」に掲載した団体は名義後援をいただいた 7団体の{也、大口の支援企業な

らびに本登山隊が各方面でお世話になった諸国体名を掲載させていただきました。「スポーツ振興基

金支援グループJはスポーツ振興基金に出資されている企業であります。

次の 「装備・食糧 ・医療 ・気象等Jの企業は登山隊の準備に際し物品の寄贈 ・提供をいただいた

企業ならびに種々の面で便宣供与をいただいた企業・団体を集録しました。
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「実行委員会・後援会関係個人協力者Jは、実行委員会の事務局が取扱った募金協力者で、この

中には校友会関係各住からの募金協力者の他日本山岳会会員など登山関係の協力者名も含まれてい

ます。免税手続きの関係で、法人名で、寄付された方についても極力校友各位の個人名で掲載させ

ていただきました。

なお教職員であって校友会の役員をされている方などには校友会および大学の両方から夫々募金

の依頼状が届いた方もあり、種々とご迷惑をおかけ致しましたが、本協力者名簿では、募金を受付

けた部署の区分に掲載させていただきましたのでご了承下さい。

また個人の協力者名簿には、募金協力者の他、様々な形で、登山隊の準備に協力された方々も、

極力掲載させていただくことに致しました。

「大学役員 ・教職員」及び 「父兄・卒業生 ・一般篤志家jは、日本大学本部財務部資金謀の募金

窓口を経由して募金された方々の名簿であり、この中には教職員で募金の事務等でお世話になった

方も追加して掲載させていただきました。

「山岳部OB会関係Jの募金については募金に関係された 7つの部に分けてそれぞれ掲載いたし

ました。最後になりましたが、今回の募金にご協力いただいた方は、実に広範囲にかつ多岐にわたっ

ているため、間違いや脱落されている方がない様、充分配慮したつもりですが、万一失礼がありま

した節は、何卒ご寛容下さいますようお願い申し上げます。

(松田雄一)
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編集後記

本書の刊行は、帰国直後に編集委員会を編成し熱のさめない中に、本登山隊の実態を伝えたいと

してスター卜致しましたが、残念ながら登山以上に困難を極め、予想以上に時間がかかりました。

しかしながら、お蔭様にて登項一周年を目前に控え漸ゃく上梓できる運びとなりました。この間

種々とご協力賜わりました関係各位には、あらためて厚く御礼を申し上げます。

特にご多用中にもかかわらず、挨拶文をご執筆いただいた日本大学総長・理事長の瀬在良男先生、

本書刊行のために態々遠方よりメッセージをお寄せいただいた中国登山協会主席の曾曙生先生なら

びに1982年に英国登山隊の隊長として最初に北東稜に挑戦されたクリス・ボニントン卿には御礼の

言葉もありません。

本書は日本大学の登山隊がどのようにして北東稜を登山したかについて、その計画の立案から登

I頁に至る迄の内容を刻明に報告することを方針として編集しましたが、最終校正を終えてみて、ま

だまだ説明不充分な点、不統ーな点などが見られ、お恥かしい次第ですが、編集に不慣れな私達が

素人なりに努力したことに免じお許し項ければ幸いです。

カラー頁の写真については、一部共同通信社に提供していただき、巻頭をかざることができまし

fこ。

なお、学術班の報告については、同時に本書の姉妹編として学術報告書を刊行致しましたので、

ご関心のある方は併せてご高覧項ければ幸いです。

この報告書の編集の過程で朝日新聞社におかれましては、本年 1月、本登山隊が登山の分野で優

れた成果をあげた団体として平成7年度朝日スポーツ賞に選定していただきました。ここに紙上を

借りて厚く御礼申し上げます。

本報告書の編集に際しましては、前田印制株式会社の各位には一方ならぬお世話になりました。

また英文の校閲等については日本山岳会会員の HaroldSolomon氏に大変お世話になりました。記

して謝意を表します。

最後になりましたが、本書の刊行を心待ちされていた実行委員長の戸村貞男氏は、本報告書今の刊

行に先立ち平成 7年9月10日85歳を以て、永眠されました。実行委員長として尽力され、この登山

を成功に導かれた戸村委員長に、護しんで本書を捧げ心より哀悼の意を表します。

本登山に際しお世話になった多くの方々に感謝をこめてこの報告書を送ります。

平成 8年3月31日

日本大学エベレス ト登山隊報告書編集委員会

(編集委員 ・平山善吉、神崎忠男、池田錦重、古野 淳、井本重喜、田村幸英、松田雄一)
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